
 

 

 

2021年５月６日 

 

「秋田銀行グループ サステナビリティ経営方針」の制定について 

 

 株式会社秋田銀行（頭取 新谷 明弘）は、「秋田銀行グループ サステナビリティ経営方針」を制

定いたしましたので、お知らせいたします。 

 近年、ＳＤＧｓや気候変動に対する関心が世界的に高まるなか、地域金融機関においても社会課

題や環境問題に対し積極的に取り組んでいくことが求められています。 

 当行は、経営理念である「地域共栄」ならびに中期経営計画「価値共創」に基づき、地域の課題

に向き合い、本業および社会貢献活動を通じて地域経済の活性化と地域社会の活力向上に取り組ん

でまいりました。 

 今般、「秋田銀行グループ サステナビリティ経営方針」を制定することにより、当行グループが

地域社会の一員として地域の持続的な発展に貢献していくことをあらためて表明するとともに、重

点的に取り組むべき「重要課題」を設定いたします。 
 

記 

 

秋田銀行グループ サステナビリティ経営方針 

 

 秋田銀行グループは、「地域共栄」の経営理念のもと、本業を通じた「地域経済の質の向上」 

ならびに「住みよい地域社会の創造」に主体的に取り組み、地域と当行の価値共創を実現すると 

ともに、地域の一員として社会貢献活動に積極的に参画することで持続可能な地域社会の実現に 

貢献してまいります。 

  こうした取組みにより地域と当行の価値を高め、地域から必要とされる金融グループになること

を目指します。 

 

 

 サステナビリティ経営：環境・社会・経済の持続可能性へ

の配慮により、事業の持続可能性向上をはかる経営 

 

 ＳＤＧｓ：2015年に国連で採択された持続可能な開発目標

（Sustainable Development Goals）のこと。2030年までに

解決すべき世界的優先課題 17目標と目標を達成するための

169のターゲットが示されている。 

 



重要課題および関連するＳＤＧｓゴール 

 

 サステナビリティ経営方針の制定にともない、「ステークホルダーの関心度」および「当行グルー

プの事業に対する影響度」を踏まえ、重点的に取り組むべき「重要課題」を設定しています。 

 

（注）2019年 10月に制定した「あきぎんＳＤＧｓ宣言」は、重要課題に関連するＳＤＧｓゴー

ルとして再構成いたします。 

（以 上） 

 


